
の予定 

３月 １日（木）卒業式 

   ６日（火）６・７校時進路講演会「２年生に向けて今すべきこと」（講武堂） 

７日（水）１～３校時授業、清掃（１３：００以降校舎内立入禁止） 

   ８日（木）Ⅱ期選抜入試（生徒休業日）（終日敷地内立入禁止） 

   ９日（金）Ⅱ期選抜入試採点（生徒休業日）（終日敷地内立入禁止） 

  １２日（月）５・６校時１学年百人一首大会（第一体育館） 

１３日（火）４校時授業（１３：００以降校舎内立入禁止） 

  １４日（水）合格発表（生徒休業日）・学習指導懇談会（校舎内立入禁止） 

１６日（金）終業式、臨時生徒総会、単位認定考査 

２７日（火）入学者オリエンテーション 

２９日（木）離任式、教室移動 
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   私が旅をする理由 

長い休みが取れたときは、海外旅行をするようにしている。一緒

に行くのは友達や家族、一人で行くことも多々ある。仕事に追われ

る日々から離れてリフレッシュしたい！という気持ちはもちろん

あるが、他にも理由がある。 

 まずは、日本では見ることのできない「ホンモノ」を見るためである。何百年も前に建て

られた教会で祈りを捧げている人々。宮廷の装飾品の数々。世界的名画。早朝からの原付バ

イクの大渋滞。熱帯夜に屋台に集まってお酒や食事を楽しむ人々。日本とは違う、先人達の

技、宗教、文化、歴史、人々のリアルな生活を目にすることができる。 

もう一つは、自分の未熟さを実感するためである。切符が買えず困っていたとき、自分の

切符を分けてくれたパリジェンヌ。道に迷っていた時に、ギター片手に声をかけてくれたロ

スのおんちゃん。そんな人々の親切さに直に触れると、私はふと思う。「はたして、私は困

っている見ず知らずの人に対して親切にすることができているだろうか？」と。さっきまで

英語を話していた人が、次の瞬間には他の言語を流暢に話しているような姿も多々目にする。

そんなとき、「言語を教えている私はもっと勉強しなければ。」と痛感する。毎回新たな感

動と大きな挫折を胸に帰国し、日々の生活に戻る。 

 クラスや学校の中で一番を目指すことはもちろん大切である。しかし、世界は広い。自分

の力では到底敵わないものや、自分よりはるかに優れている人々はたくさんいる。その現実

に向き合うことはとても勇気が要ることだが、「井の中の蛙」にならず、外に目を向けよう。

みんなはまだ若く、可能性は無限大だ。視野を広げ、さらに上を目指し、自分の力を伸ばし

ていってほしいと、人生の少しだけ先輩として心から願っている。（５組副担任 首藤花央）    

 

進研模試が返却されました～弱点の補強～ 

1月の進研模試の復習はしましたか。まだの人も、 

春休みに模試ノートを作って、1年生の学習範囲の 

ヌケ・モレはどこにあるのかチェックし総復習しま 

しょう。基礎に戻ってやり直す勇気も必要です。 

進研模試デジタルサービスにログインして、「分野 

別復習」の機能を活用したり、「目標設定シュミレ 

ーション」でねらえる大学を確認し志望校を考えた 

りするのもよいでしょう。まず GTZ を 1ランク上 

げるには何をすればよいか考えて始めましょう。 

もうすぐ 2年生～さらなる成長を～ 

 いよいよ三年生が卒業し、終業式が近づいてきました。みなさんはこの１１ヶ月を相馬高

校で過ごし、何を得、どのように成長しましたか？ 

 みなさんと一緒に学校生活を送っていて、廊下でのあいさつや職員室への入室の仕方など、

礼儀作法が一番成長したように感じています。みなさんは勉強だけを身に付けるために高校

に通っているわけではありません。違う中学校から入学した友達ができた、新しい部活動で

毎日楽しく活動できた、そんな些細なことでも十分に内面の成長を表しています。 

 一年生としての残り１ヶ月、自分や友達の成長した部分、まだまだ足りない部分を客観的

に分析してみてください。そして自分や友達を認め、褒めてあげましょう。残りの高校生活

を、人としてさらに成長できる二年間にしてくださいね。（生徒指導部  鈴木 智恵） 

「わかる」と「できる」の違い 今回の学年末考査はテスト前に先生に

質問に来る人も多く、テストを通じて「わかる→できる」を実感した人も

多かったと思います。ただ、勉強したのにできなかったという人もいます。

「教科書の内容がわかった」ということと「テスト問題が解ける」という

ことはレベルが違うのです。授業が終わったら、知識の整理をして、練習

問題をやらなければなりません。「解ける」レベルにするための「練習の方法」を考えて短

時間で効果のある練習を家庭で実践してほしいと思います。 

ゲーム・スマホとの付き合い方について 

情報機器や情報の使い方を自分の力でコントロールし、「生活リズム・集中力・学習の効率・

家族との団らんなどの問題」にしっかり対応できるようになってほしいです。 

持ち物に名前を 

落とし物に、名前が書いてい

ないことが多く持ち主に届け

ることができません。これから

使う新しい教科書や副教材に

は、すべてに名前を書いてくだ

さい。また、廊下のロッカーに

は個人のカギをつけて構いま

せん。私物の整理・管理を。 

「起床時間・自宅学習時間・就寝時間」

を意識して規則正しい生活を送ろう。 


